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的背景によって規定されるさまなどを明らかにするものである。二〇世紀初め頃ドイツで成立したが、法 運動は日本では、諸外国に先駆けて盛んになったという。おそらくそれは国家の実定法と 社会のもつ伝統的な行為規範との《乖離》が強 意識されたことを背景にしていたと思われる。このこ は 伝統
（思想、制度）
と近代化》との





































































































































































































































































評価対象 基本的価値言語 操作的価値言語 究極目的 補足
行為 ①　善 効率 効用 〔功利主義・目的論〕
制度 ②　正 正義 権利 〔カント・義務論〕


































































変革していくのに貢献していくなかで、近代倫理学が成立し、やがてその胎内から経済 世界、社会科学 生まれる。モラル・サイエ スをふまえ、そのなかから自立した経済世界とその理論的認識が成立して来る。しかしいき り現代における と倫理両世界の緊急課題を問う著者
〔塩野谷氏〕
は、この段階を当然至極の経過としてのみ捉え、































































































































































































































































































oralität 」 の止揚として捉えることをかたくなに拒否し、 「創造的妥協」































































































独特の方法である。 「ついていける」ようになるには、自分 感情を高めたり、冷却させていけば相手と同等の位置 たち同感がえられるようにする。これは自分が観察者になった場合であるが 「想像上の立場の交換
im

























































































およそ言葉の厳密な意味での「社会」というものが成立すると考えてよい。そしてこれは、スミスが生活していた初期資本主義のイギリス社会の新しい現実であり その観察からはじめて得られたものといえよう。他方、 日本をふくめた儒教世界では、 既知の「君臣、 父子、 朋友」までが世界であり、 の外は想定外であった。家の門を一歩でれば、未知の人ばかり って、そ に
 道ア徳モ不ラ在ル
 の世界が無限にひろがっ


















































































































































































いが、 「文化価値」 とは異質の 「良心道徳」 をとりあげようとする際には、あらかじめ各個人がそれぞれ、普遍的な内面世界をみずからの内面に生み出し成立させておかなければならない。 ロールズを理解するにも、それが前提となる。
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没にする、廃棄してしまうとい 意味ではなく むしろ自己の有する価値前提をあからさまに 、自覚す ことに って そ 偏り
（
bias ）





















































































































































































































































































会は自国政府に戦争をさせないための決議 べきだ」と、 『公正な国際秩序の基本原則』の第一項目にあげていた。実定法的拘束力はなくとも、このような国際規範が先行 時代になっている。
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について概略しておく。明治政府成立後 福沢諭吉は、 いっそう 「マージナル
（周辺的）
な」立ち位置を強め、封建的「奴隷心を」内面から全






























































ていくが、この点においても、 《モラルサイエンスから社会科学》への道と重なる。しかし福沢の関心が、日本で 例外的に制度論中心でなく、 近代社会をささえる「一種無形の気風、 スピリット」
（同書第四編）































































































































































































































































ls ） 『正義論』 （
A
 T















































店二〇〇四） 、 『世界史の構造』 （岩波書店二〇一〇） 。堀「社会構成体の歴史
 ―





















































































State という意味での 「国家」 は、
デモス（
dem
os ） 、 すなわち民衆、 制度、 民主主義などを示し、 〈
N
ation 〉























































































 、 それを 〈
State 〉 の方に押しこんでいるだけなのである。
〈




好みの「情」を求めては、 権力を神聖化するだけに終わる。同書では、たえず「情緒と形の大切さ」が繰り返されている。 「かたち」あるものだけが《善》であれば、かたちのないところから作り上げる、目に見えない規範意識から製作するフィクション しての 〈
State 〉 などは、













































































































































































































































































」 しかありません。 気が向けば 「保


















































































































































































































































き合う機会をえたことはありますまい。楽観は許されませんが、これを、仕掛けられたチャンスとうけとるべきではないでしょうかこの際、立憲主義にたつ者なら、所属をこえて出来るかぎり多く人たちと協同して対抗していくことが肝要です。 〔二〇一三年〕七月参院選挙の結果次第では、やがて国民投票となり しょうが、こもチャンスの時間延長と解し、 「 かなる時でも、口笛吹い
（


























    












































































































 「第二の教育勅語」 『人民の力 八六八号、
2008.1 













































































































































































































た。かつて「民主主義」が、一年生 背負うピカピカのランドセルであっ ような記憶を持つ世代 一人として 今日あまり使用されなった「民主主義」の語を副題に入れた。
 
　
それは、 《後期の仕事》にいうような見事な「否定と飛躍」とは次
元を異にするが、時代に抗するある種の「否定」
 ―
 「飛躍」なき異
議申し立て
 ―
 であることには相違ない。
